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Abstract

On the southern coast of the Bisan-seto strait, the molluscan fossil assemblages composed mainly

of mollusk living in the temperate zone were found in the Takamatsu and the Sakaide Formations.

No mollusk living in the tropic zone were found. The author examined the paleo-oceanographic

changes on the basis of the species composing the molluscan fossil assemblages and 14C dates.

The peak of the HDM characteristic curve of the fossil assemblages is almost fixed at around 34 °N .

Judging from this, the paleo-oceanography had not change remarkably since 7,000 yrs BP. However,

the occurrence of Tegillarca granosa around 5,800 yrs BP and 3,000 yrs BP, suggests that the paleo-

oceanography might have been influenced by the warm current.

The narrow and wide Kuroshio types are frequently found in the sediments 5,800 yrs BP and

1,000 yrs BP in age. These ages are correlated with the high sea level stage in the relative sea-level

change curve in the Harimanada. From this, the author would conclude that paleo-oceanography

was not suitable for mollusk living in the tropic zone to live in, but it was suitable for mollusk living

in the temperate zone, when the sea level was the highest.

Key words: Holocene, Bisan-seto strait, Takamatsu plain, Sakaide plain, radiocarbon age,

molluscan assemblage, HDM characteristic curve

I. はじめに

瀬戸内海東部，備讃瀬戸南岸域沿いには，沖積低地からな

る讃岐平野が広がっている．讃岐平野は，西から三豊平野，

丸亀平野，坂出平野，高松平野の順で並ぶ低地に区分される．

特に，高松・坂出の両平野臨海部では都市開発により掘削工

事が行われ，しばしば平野地下から貝類化石を産するので，

完新世における瀬戸内海の貝類化石にもとづいた研究にとっ

て好都合となっている．

瀬戸内海の完新統産の貝類化石研究は，大阪湾周辺（梶

山・市原，1972；Maeda，1978；松島・両角，1983），播

磨灘北岸（前田ほか，1982），広島湾（松島・尾田，1976；

1980）などがあり，なかでも大阪湾周辺から産する化石の

調査から縄文海進時以降に熱帯種が生息していたことが明ら

かにされた（梶山・市原, 1972；松島・両角，1983）．これ

に対し備讃瀬戸周辺海域についてはこれまで貝類化石研究の

報告がなかった．最近になって高松平野の高松累層から貝類

化石がみつかり， 14Ｃ年代値が得られた．（川村，1997，

1998a，b，c，1999a，c，2000b，e，2001）．こうして多

板殻類1種，腹足類152種，二枚貝類98種，掘足類2種が確認

された（川村・塩田，1999）．また坂出平野地下の綾川層か

ら貝類化石が見つかり，腹足類25種，二枚貝類20種が同定



され，その14Ｃ年代値が得られた（川村，2000a）．さらに，

備讃瀬戸を埋め立てた坂出平野番ノ州埋立地地下の番ノ州層

上部層（坂東ほか, 1978）から腹足類23種，二枚貝類22種，

掘足類１種が同定され，AMS14Ｃ年代値が得られた（川村，

2000c）．これらの研究によって備讃瀬戸南岸地域には約

7,000 yrs BP以降，海生貝類が生息していたことが明らかに

なった．

本研究の目的は，これまでに備讃瀬戸南岸で採集された貝

類化石をもとに古海況を推定し，貝類化石の14Ｃ年代値を新

たに加えて古海況の変遷を論じることである．

II. 地形・地質概説および化石群産出層準

香川県坂出市番ノ州地区は備讃瀬戸南部を埋め立てた人工

地である．埋め立て前の昭和27年の地形図（香川県土木部，

1963）から判断するとこの地区の埋め立て前の地形は砂州

である．備讃瀬戸海底下の層序は，下位から順に花崗岩類，

鮮新世～更新世の三豊層群，更新世～完新世の備讃瀬戸層群

（大槌島層，槌ノ戸瀬戸層，番ノ州層）の順に重なるとされ

ている（近畿地方建設局編，1970；坂東ほか，1978；川村，

2000c；図２）．川村(2000c)は，図１の地点１において実施

されたボーリングコアのうち，標高 ( T . P .以下同じ）

－11.9m～－0.9mの番ノ州層上部層を対象に貝類化石の採

集とその化石群の解析，AMS14Ｃ年代測定を行った．化石群

は，Ba I（標高－10.9～－9.9ｍ），Ba II（－9.9～8.0ｍ），

Ba III（－7.0～－3.6ｍ），Ba IV（－3.6～－1.4m）の４つ

に分けられる（川村，2000c）．なお，本報における用語は，

鎮西・近藤（1995)に従い，fossil assemblageには「化石群」

の用語を充てている．

坂出平野は，主に綾川の堆積物により形成された氾濫平

野・三角州・海岸平野・人工造成地からなる低地である（国

土地理院,1986）．坂出平野の地下地質は，下位から順に，
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図１. 調査地位置図.
(a)備讃瀬戸の位置
(b)調査地点　

Fig．1. Study area．
(a)Location of the Bisan-seto strait．
(b)Points of sampling．

(a)

(b)
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基盤岩である花崗岩類，鮮新統～下部更新統の三豊層群，下

部～中部更新統の本町層，中部～上部更新統の坂出層，完新

統の綾川層が重なる(川村，2002a；図２)．川村（2002a）

によると，綾川層は下位から順に，高屋町泥部層，高屋町砂

部層，林田町砂部層に区分される．高屋町泥部層は，堆積物

試料中の鉱物組み合わせから汽水的な堆積環境であった可能

性が指摘された．また，高屋町砂部層は綾川の三角州前置層，

林田町砂部層は三角州の頂置層と推定された．このうち高屋

町砂部層と林田町砂部層下部からは貝類化石を産する．本研

究に用いた貝類化石群は，図１の地点２（坂出市京町標高

約－1ｍの高屋町砂部層）から得られた化石群Ａ（Ass．A）

である（図３）．

高松平野は，南方の讃岐山脈より北流する香東川などの河

川により形成された沖積低地である．高松平野の地下地質は，

斉藤ほか（1969，1972），栗原（1972），長谷川・斉藤

（1989）によって，下位より，基盤岩，讃岐層群，三豊層群，

洪積層，沖積層の順に重なるとされてきた．川村(2000e）

は，高松平野臨海中部の更新統～完新統を下位から香東川累

層，高松累層に区分した(図２)．高松累層は下位から順に春

日町砂部層，浜ノ町砂礫部層，西内町泥部層，西内町砂部層，

西内町礫部層に区分される（川村，2000e；Kawamura，

2002b）．春日町砂部層および浜ノ町砂礫部層は海進期堆積

物，西内町泥部層は三角州底置層，西内町砂部層は三角州前

置層，西内町礫部層は三角州頂置層と推定された（川村，

2000e；Kawamura，2002ｂ）．高松累層のうち西内町礫部

層以外からは貝類化石を普遍的に産する．本研究で用いた貝

類化石の産地および化石群は，図１および表１のとおりであ

る．すなわち，図１の地点３（高松市郷東町標高約－4.0

～－1.5ｍの西内町砂部層）から得られた化石群B（Ass．B），

同じく地点４（高松市浜ノ町標高約－９ｍの浜ノ町砂礫部層）

から得られた化石群Ｃ（Ass．C），地点５（高松市浜ノ町標

高約－８ｍの浜ノ町砂礫部層）から得られた化石群D(Ass．

D），同地点（標高－１ｍの西内町砂部層）から得られた化

石群E（Ass．E），地点６（高松市西内町標高約－８ｍの浜

ノ町砂礫部層）から得られた化石群F（Ass．F），同地点標

高約－７ｍの西内町泥部層から得られた化石群G（Ass．G），

地点７（高松市春日町標高約－1.5ｍ付近の春日町砂部層）

から得られた化石群H（Ass．H），地点８（高松市春日町の

春日町砂部層）標高約－５～－４ｍから得られた化石群

I(Ass．I)である（表１）．

図２. 備讃瀬戸南岸地域の地下地質層序.
Fig. 2. Subsurface geological stratigraphy in the southern

coastal area of the Bisan-seto strait．

図３. 地質柱状図.
地点番号は図１に同じ．

Fig, 3. Geological columnar map.
Locality numbers are same as Fig. 1.
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III. 貝類化石群の解析

本研究において，掘削工事現場の露頭およびボーリングコ

ア試料から貝類化石を収集，化石群解析および14Ｃ年代測定

を行った．イタボガキOstrea denselamellosa，ハマグリ

Meretrix lusoria，カガミガイPhacosoma japonicum，オオ

ノガイMya (Arenomya) arenaria oonogaiなどの貝類化石は

原地性化石を優先して採集したが，原地性化石が得られない

場合は普遍的に産出するハマグリ，オキシジミCyclina

sinensisなどの比較的大きい貝類化石を採集し，β線計数法

による試料とした．このような化石が得られない場合，普遍

的でなくとも化石群中の比較的大きい貝類化石を採集し，

AMS法による試料とした．年代測定は地球科学研究所を通

じて Beta Analitic Radiocarbon Dating  Lab.が行った．

また，分析のために用いた備讃瀬戸の現生貝類リストは畠

山（1977），畠山・矢野（1978，1979）が香川県荘内半島

で調査したものである．貝類化石の分析方法は川村（2000e）

に従った．すなわち，定量的に個体数を数えられるよう，露

頭もしくはボーリング・コア試料からブロック状に堆積物ご

と採取し，試料は開口径0.84mmの篩上で水洗，残渣より化

石を拾い出した．

個体数は次のように求めた．二枚貝類の場合，右殻もしく

は左殻のうち多い方の数を離弁の個体数とし，合弁個体数と

離弁個体数の和を二枚貝類の個体数とした．

貝類化石群の深度分布を表現する方法として，VDM特性

曲線（Vertical Distribution Mean Characteristic Curve：

伊田，1956）がある．これは化石群の構成種すべてが共存

する可能性のある深度を求めるため，深度区分ごとに出現す

る現生種の種数の変化を折れ線グラフに表したものであり，

伊田（1956）の方法では大山（1952）の深度区分を用いる．

本報では，現生貝類の浅海帯以深の深度分布を太平洋側の現

生種の生息深度を用い，メートル単位でVDM特性曲線を作

成した（川村，1998a）．Ass．B，E，F，I以外の貝類化石

群からは原地性の化石が認められないので，化石群を構成す

る貝類化石種の生息底質と岩相の整合性を考慮した上で，

VDM特性曲線のピークにあたる深度を堆積深度とした．な

お，それぞれの群集の生息環境の推定に用いた資料は，肥

後・後藤（1993）をもとにした．

次に各化石群の概要を記す．

番ノ州地区

図１の地点１の番ノ州層上部層から腹足類23種，二枚貝

類22種，掘足類１種が得られた．特徴的に産する種の組み

合わせに基づいて，下位から順に，下部砂部層中の化石群

Ba I，Ba II，上部砂部層中の化石群Ba III，Ba IVに分けら

れる．いずれも，生没的な個体は見いだせない．化石群Ba I

から930 yrs BPごろ，化石群Ba IIから2,930 yrs BPごろ，

820 yrs BPごろ，化石群Ba IIIから810 yrs BPごろ，40～

50 yrs BPごろのAMS14C年代値が得られた（川村，2000c）．

貝類化石の産出層位および補正AMS14C年代値を検討して，

化石群Ba IIの2,930 yrs BPごろ，および化石群Ba IIIの810

yrs BPごろの年代値は，化石が再堆積したため逆転したも

のと考える．

化石群Ba I：マルミミエガイDidimarca tenebricum および

スダレモシオガイNipponocrassatella nana を産するのみ

表1. 14Ｃ年代値.
Table 1. Radiocarbon ages.
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で，個体数，種数ともに乏しい．

化石群Ba II：貝類の産出密度が比較的高い．ナミマガシワ

Anomia chinensis，クチベニデガイAnisocorbula

venusta，ミミエガイArcopsis symmetrica が良く見つか

る．

化石群Ba III：全体的に産出密度が低い．ヒメナガツノガイ

Graptacme buccinula ほかさまざまな種が少量ずつ産し，

特徴種は指摘できない．

化石群Ba IV：優占種はスジウネリチョウジガイCostalynia

costulata であり，Chrysallida (Egilina) sp.，アケガイ

Paphia (P.) vernicosaを随伴することがある．

化石群Ba I～Ba IVのいずれも，砂礫～砂底生種を中心と

した構成である．化石群Ba IIの構成種に共通する生息深度

は5～20ｍ，その他の化石群は潮間帯～水深20ｍである．い

ずれの化石群も，潮下帯上部に潮間帯種の混入した混合遺骸

群集（mixed death assemblage）である（川村，2000c）．

高松平野

化石群A：本化石群は腹足類25種, 二枚貝類20種からなる内

湾砂底群集である．貝類化石の14Ｃ年代値はおよそ5,500

yrs BPである．化石群構成種の生息深度は内湾の潮間帯

下部で, 貝類遺骸の堆積型は水平方向への移動距離の短い

同相他生堆積である．古水深は０～数ｍである（川村，

2000a）．

化石群B：本化石群は，腹足類87種，二枚貝類60種，掘足類

１種からなり，優占種はイボキサゴU m b o n i u m

(Suchium) moniliferum である．貝類化石の14Ｃ年代値は

およそ1,030 yrs BPである（川村，2000e）．本化石群は，

潮下帯最上部の内湾砂底群集（松島，1984）に，河川・

汽水生，強内湾性潮間帯性の群集や藻場群集（松島，

1984）が混入した混合遺体群である．古水深は低潮線付

近ないしは水深10ｍである（川村，1998b）．

化石群C：本化石群は，腹足類37種，二枚貝類43種，掘足類

１種で構成されている（川村，1998a）．優占種はシラオ

ガイCirce (C.) scripta である（川村，2000e）．本化石群

から得られた貝類化石の14Ｃ年代値はおよそ5,800 yrs BP，

VDM特性曲線を参考にすると古水深は5～20ｍである

（川村，1998a）．本化石群は松島(1984)の沿岸砂泥底群集

に類似しているが，岩相は砂礫質であり，松島(1984)の内

湾性群集のどれとも一致せず，むしろ底質の異なる内湾性

群集同士が混合した様相を示す．これらのことから考えて，

Ass．Cは浅海帯上部と潮間帯の遺骸の寄せ集めにより形

成された混合群集である（川村，1998c，2000e）．

化石群D：本化石群は腹足類58種，二枚貝類44種，掘足類2

種で構成されている（川村，1998a）．優占種は，ナミマ

ガシワガイAnomia chinensis である（川村，2000e）．本

化石群から得られた貝類化石の14Ｃ年代値はおよそ3,000

yrs BPである．また，古水深は5～10ｍである（川村，

1998c）．本化石群は浅海帯上部と潮間帯の遺骸の寄せ集

めにより形成された混合群集である（川村，1998c，

2000e）．

化石群E：本化石群は腹足類21種，二枚貝類12種からなる．

本化石群の優占種はヒメシラトリガイ Macoma (M.)

incongrua とアサリ Ruditapes philippinarum で，両者

併せて個体数のほぼ半数を占める．離弁二枚貝の埋没姿勢

は，きわめて乱雑で無方位な異地性化石群である（川村，

1999a）．また，オオノガイは生没的な産状を示す．貝類

化石の14Ｃ年代値はおよそ130 yrs BPであり，港湾内の堆

積物から得られたものである（川村，1999b）．泥底生の

オオノガイが生没的な産状を示すので，VDM特性曲線の

ピークを参考にして，本化石群は潮間帯の泥底群集に，礫

底・岩礁性の遺骸が混合したものと判断される．このこと

より堆積深度は潮間帯もしくは低潮線直下と考えられ，古

水深は０～数ｍである．

化石群F：本化石群は，腹足類32種，二枚貝類44種，掘足類

1種からなる．優占種はクシケマスホウVenatomya

truncataであるが，自生的産状を示す種はイセシラガイ

Anodontia  stearnsiana およびイタボガキである．貝類

化石の14Ｃ年代値はおよそ4,600 yrs BPである（川村，

2000e）．本化石群は内湾中央部，砂泥底質の潮下帯（上

部浅海帯）の最上部で形成され，ここに強内湾性潮間帯の

貝類遺骸が流入したものと考えられる．VDM特性曲線を

参考にすると，古水深は5～25ｍである（川村，1999a）

化石群G：本化石群は，多板殻類１種，腹足類23種，二枚貝

類24種からなる．優占種はクシケマスホウである．貝類

化石の14Ｃ年代値はおよそ3,600 yrs BPである（川村，

2000e）．本化石群は，内湾中央部の潮下帯上部の砂泥底

～泥底生異地性化石群に潮間帯や河川・汽水生の遺骸が混

入した混合遺体群である．古水深は５～10ｍである（川

村，1999a）．

化石群H：本化石群は，腹足類29種，二枚貝類28種からな

る．優占種はイボキサゴ，イボウミニナBati l laria

zonalis，ハマグリである（川村，2000e）．貝類化石の14

Ｃ年代値はおよそ2,970 yrs BPである．本化石群の堆積環

境は内湾の潮下帯最上部で，本化石群は松島（1984）に

よる内湾砂底群集と干潟群集の両群集の構成種が混合して

いる．古水深は低潮線付近ないしは５ｍ程度である（川村，

1998a）．

化石群I：本化石群は，腹足類16種，二枚貝類14種からなる．

優 占 種 と し て イ ボ ウ ミ ニ ナ ， ヘ ナ タ リ ガ イ

Cerithideopsilla cingulataがみつかる．本化石群は松島

（1984）による内湾砂底群集と干潟群集の両群集の構成種

が混合している．合弁のカガミガイやハマグリが直立して

埋没しており，生息時の埋没姿勢を示していると判断され，

それぞれ原地性と考えられる．また，合弁のオキシジミは，

その埋没姿勢より異地性と判断されるものの生息底質と岩

相は調和的であり，殻皮や靱帯を保存した化石を産するこ
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とから，移動距離の短い異地性と見なせる．VDM特性曲

線のピークは潮間帯下部にある．ハマグリ，カガミガイお

よびオキシジミに共通する生息深度は，潮間帯下部ないし

は水深10ｍである（川村，2000b）．貝類化石の14Ｃ年代値

はおよそ7,010 yrs BPごろ，および6,130 yrs BPごろであ

る（川村，2000b，d）．

以上のように，Ass．Eをのぞき，いずれの化石群も潮間

帯および潮下帯の群集が混合したもので，堆積深度は潮間帯

ないし上部潮下帯の間にある．

IV 貝類化石群の水平的分布

貝類化石群の生息環境の概要を知るため，以下の分析を行

った．

１）貝類の地理的分布の分布型（生越，1959）における狭

黒潮型，広黒潮型を参考に，化石群中に占める温暖種の種

数の割合を調べた．

２）生息環境を日本列島の太平洋沿岸の緯度にもとづいて表

現するため，HDM特性曲線（Horizontal Distribution

Mean Characteristic Curve；伊田，1956）のピークにあ

たる緯度を求めた．さらに，石山（1972）が行ったHDM

特性曲線（石山，1961，1967の生態グラフ）を比例縮図

する方法を参考にして，各化石群のグラフのピークを100

としてグラフの縦軸を規格化した．この方法により，化石

群中の熱帯・亜熱帯要素，温帯要素，亜寒帯要素の種の割

合を求めた．

１．地理的分布の分布型

Ass. Ba I～IV，A~Iからは，生越（1959）の狭黒潮型（Ａ

１：分布範囲北緯35゜以南），広黒潮型（Ａ２：北緯35° 以南～

北緯39° 以南），広分布型（Ｃ：北緯35° 以南～北緯39° 以北）

が見つかり，親潮型や中間型は見られなかった．備讃瀬戸南

岸の現生貝類のリスト（畠山，1977；畠山・矢野，1978，

1979）に掲載されている種についても分布型はＡ１，Ａ２，Ｃ

のみからなり，その割合はＡ１が43.7%，Ａ２が24.5%，Ｃが

31.8%である．次に各化石群ごとの分布型の構成比について

図４に示す．

これによると，一般的に広分布型が半数前後を占め，広黒

潮型は20～30％程度である．特にAss．B，Cでは狭黒潮型

が多く，広分布型の割合が比較的少ない．Ass．Eでは広分

布型の割合が著しく多く，狭黒潮型および広黒潮型が少な

い．

２．ＨＤＭ特性曲線

貝類化石群の水平的分布（地理分布）を表現する方法とし

て，HDM特性曲線がある．これは化石群の構成種すべてが

共存する可能性のある緯度を求めるため，緯度ごとに出現す

る現生種の種数の変化を折れ線グラフに表したものである．

グラフのピークの緯度の変化をもとに古海況の変遷を考察す

る．本研究において日本列島の太平洋側の緯度分布に関する

資料は，稲葉（1983）をもとにした．このリストに掲載さ

れていない種については，Kuroda and Habe (1952)をもと

にした．

備讃瀬戸南岸の現生貝類のリスト（畠山，1977；畠山・

矢野，1978，1979）には，香川県荘内半島付近（北緯34°

20'付近）において潮間帯ないし潮下帯性の貝類が採集され，

多板殻類4種，腹足類81種，二枚貝類112種，掘足類2種が掲

載されている．このリストに掲載されている種について

HDM特性曲線を作成すると，ピークは北緯34° になる（図

５）．このことから潮間帯～潮下帯性種についてHDM特性

曲線のピークを緯度に換算することは適当であると考える．

各化石群および備讃瀬戸南岸域の現生種のHDM特性曲線

を図５に示す．なお番ノ州層上部層産の化石群については，

産出種数が少ないのでピークが明瞭に求まらない．このため

図４. 貝類化石群の水平的分布
型の構成比.

Fig. 4. Composition of horizontal
distribution types of
molluscan assemblages．
A1: narrow Kuroshio type,
A2: wide Kuroshio type, C:
wide spread type (Ogose,
1959).



7,000年前以降の備讃瀬戸南岸における古海況変遷 175

図６. 種数のピークを100に規格化した
HDM特性曲線.

Fig. 6. Standerized HDM characteristic
curves of molluscan assemblages．

図５. 貝類化石群のHDM特性曲線.
Fig. 5. HDM characteristic curves of

molluscan assemblages．
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HDM特性曲線による考察の対象としない．

Ass．AのHDM特性曲線は北緯34～35° にピークがある．

本化石群から産出するハイガイTegillarca granosaの現生の

分布が「北緯34° 以南」であることを考慮すれば，ピークは

北緯34°となる（川村，2000a）．Ass．CのHDM特性曲線

のピークは北緯33～34゜にあるが，生息緯度範囲の狭いミ

ジンコチョウシャクシ Leptomya minuta を考慮すると北緯

34° になる（川村，1997）．Ass．D，F，GのHDM特性曲線

は北緯33～34° にピークがあるが，これらの化石群を構成す

る種の緯度分布には, その北限が北緯34° のものと, その南限

が北緯34° のものとがあり, すべての種に共通する緯度は北

緯34° になる（川村，1998c，1999a）．Ass．IのHDM特性

曲線は北緯33～35° にピークがあるが，ハイガイの生息範囲

「北緯34°以南」およびシゲヤスイトカケギリTurbonilla

(Dunkeria) shigeyasuiの生息範囲「北緯34° ～39° 」を考慮

すると，ピークは北緯34°となる（川村，2000b）．

各化石群のHDM特性曲線を規格化したものを図６に示

す．これによると，Ass．Ｃは温帯（北緯35.5° ～41.5°：石

山，1981以下同じ）・亜寒帯（北緯41.5° ～46° ）要素の種

数よりも熱帯（0°～北緯20°）・亜熱帯（北緯20°～30.5°）

要素の種数が比較的多い．Ass．F，Gは熱帯・亜熱帯要素

の種数が比較的少なく，温帯・亜寒帯要素の種数が多い．特

にAss．A，B，Gは熱帯・亜熱帯要素の種数が比較的少なく，

温帯要素の種数が多い．

V. 7,000 yrs BP以降の備讃瀬戸南岸域の古海況

これまでに述べた貝類化石群の構成種， 14Ｃ年代値，

HDM特性曲線のピーク，水平的分布型の構成比，化石群中

の気候要素に基づいて，約7,000 yrs BP以降の古海況とその

変化を考察する．

化石群を，14Ｃ年代値あるいはAMS14Ｃ年代値の大きい順

に並べると，Ass．I，J，C，A，K，F，L，G，H，D，B，

Ba I，Ba II，E，Ba III，Ba IVとなる．貝類化石群からみ

た古海況を年代順に検討する．図７におもな化石群を14Ｃ年

代値順に並べ，HDM特性曲線のピーク，水平的分布型の構

成比，備讃瀬戸に隣接する播磨灘における相対的海水準変動

の変化の傾向を示す．

HDM特性曲線のピークは，各化石群とも北緯34° で共通

している．また，このことから備讃瀬戸南岸地域（北緯34°

20' 付近）は，7,000～1,000 yrs Bp 頃の間，HDM特性曲線

のピークの位置は北緯34° でほぼ一定であるといえる．ただ

しAss．C，Dをみると5,800 yrs BPごろにはピークの位置

は北緯33°～34°になる．

化石群の水平的分布型の構成比は，ほとんどの化石群で広

分布型が多く，寒暖流混域に生息する種が優勢であった．

図７. 備讃瀬戸南岸における7,000年前
以降の古海況の変遷.

Fig. 7. Inferred paleo-sea environment
around the southern coastal area
of the  Bisan-seto strait since
7,000 yrs BP．
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Ass．Eを除き，大局的には備讃瀬戸における現生種の構成

に似ている．

これらのことは，すべての化石群の構成種は，瀬戸内海に

生息する現生種のみからなることと調和的である．7,000

yrs BP以降に大きな海況変化はなく，大まかには現在の備

讃瀬戸の海域に似ていたと考えられる．
14C年代値に対する水平分布型の構成率の変化を図４で見

ると，大局的には6,000 yrs BPごろから現在にかけて，広分

布型の構成率が漸増し，狭黒潮型と広黒潮型が減少する傾向

にある．ただし，Ass．Cのように5,800 yrs BPごろ，およ

びAss．Bの1,000 ysr BPごろには広分布型が比較的少なく，

狭黒潮型や広黒潮型が多い．このころにはHDM特性曲線の

ピークががやや南下気味である．図６によるとAss．Cの

HDM特性曲線には熱帯・亜熱帯要素が比較的多い．松島

（1984）によると，6,000 yrs BPごろに太平洋岸では温暖種

の分布北限の北上が見られ，海水温の上昇があったと推定さ

れている．成瀬・小野間（1984），成瀬ほか（1985）による

と，6,000 yrs BPごろ播磨灘の海水準標高3.5～5mまで海面

上昇があったとされ，備讃瀬戸において貝類化石群に暖流系

種が増え，熱帯・亜熱帯要素が増加した時期と，太平洋側の

温暖化，播磨灘の海面上昇の時期がほぼ一致する．ただし，

5,510 yrs BPごろの温帯要素の種数の多さは説明できない．

Ass．Fにみるように5,000～4,000 yrs BPごろには広分布

型がそれ以前より増加し，狭黒潮型および広黒潮型が比較的

減少する．これは図６からわかるように，HDM特性曲線に

熱帯・亜熱帯要素が減少し，温帯要素が増加するためである．

ところで川村(2000e)は，各貝類化石群の堆積深度と化石産

出層準の標高から古海面の標高を求め，その変化をもとに高

松平野における相対的海水準曲線を推定した．これによると，

5,000～4,000 yrs BPごろには，海面が相対的にやや低下し

た可能性を推定し，「縄文中期の海面低下（太田ほか，1982）」

をその候補として挙げた．播磨灘でもこのころに相対的に海

面が低下したと推定されている（成瀬ほか，1985）．松島

（1984）によると，5,000 yrs BP以降に日本列島の太平洋沿

岸では温暖種の貝類の分布北限が南下しており，海水温の低

下があったと推定されている．備讃瀬戸において貝類化石群

から熱帯・亜熱帯要素が減少し，温帯要素が増加した時期と，

太平洋側の暖流の弱化，播磨灘の海面低下の時期がほぼ一致

する．しかし，このころの備讃瀬戸における化石群のHDM

特性曲線のピークは北緯34° 付近でほとんど変わらないこと

から，温暖化衰退の貝類に対する影響は小さかったと考えら

れる．

Ass．Bにみるように1,000 yrs BPごろには広分布型がそ

れ以前より減少し，狭黒潮型および広黒潮型が比較的増加す

る．しかし図５をみると，HDM特性曲線には熱帯・亜熱帯

要素が比較的少なく，温帯要素が比較的多い．狭黒潮型およ

び広黒潮型の増加はこのためで，熱帯・亜熱帯要素が増えた

のではない．HDM特性曲線のピークは北緯34° 付近で，現

在と同じ緯度を示す．これらのことから，このころには著し

い温暖化の影響はなく，温帯要素の生息に適した環境が広が

ったと考えられる．

以上のように，備讃瀬戸において貝類化石群に温帯要素が

増加した時期と，播磨灘の海面上昇の時期がほぼ一致する．

海面が上昇した時期は，備讃瀬戸において温帯性の貝類の生

息に適した水塊に変化したが，著しい熱帯的な性質の水塊は

存在しなかったと考えられる．

VI. まとめ

(1)備讃瀬戸南岸域の完新統から産した貝類化石群の構成種

とその14C年代値をもとに，古海況の変遷を考察した．

(2)備讃瀬戸南岸域においては，化石群のHDM特性曲線のピ

ークの位置は北緯34° でほとんど一定である．このことか

ら，7,000 yrs BP以降古海況は大局的には変化しなかった

と考えられる．しかしながら，5,800 yrs BPごろ，3,000

yrs BPごろにはハイガイをわずかに産するなど，若干の

暖流の影響が見られる．

(3)貝類化石群に占める狭黒潮型および広黒潮型，温帯要素

を示す種の消長の時期は，播磨灘における海面変化曲線と

ほぼ調和的であり，海面が高い時期には温帯性の貝類の生

息に適した水塊に変化したと考えられる．
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